條 | 
HH 
中 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修 正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 

、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
利き に りお 
て いる 説明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 ロロ - 596 と D - 530 の 基本 操作 方 法 は 同じ で す 。 
お 使い に な れる オプ ショ ン の デジ タル ボー ド が 違う 程度 で す 。 
尚 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ イ 
ト を ご 参照 くだ さい 。 
http://wwwr.alinco.co.jp/denshi/14.html 
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取扱 説明 書 


アル イン コ デ ュ アル バン ド FM = ラン シー バー を お 家 
いこ ば いた だ きま し て . 誠に あり が と う ご ざ いま す 。 
本 擬 の 攻 明 を 充分 に 発 運 させ る た め に 、 ま すず 、 こ の 
惨 扱 説明 書 を 最後 まで お 込み いた だ く よ う お 呈 い い 
た し ます .。 アフ ター ビー ビス な ど に つい て も 記 電 し 
て いま す の で 、 こ の 下 玉 説明 天 は 必ず 保存 し て お い 
て くだ さい 

NE デル で す の で 海外 で は 湊 用 で きま せん 。 

区 者 の アマ チュ ア 薄 緑 局 の の 移 許 ぶ 
舞 振 以外 の み 軍 信 に に 重用 で 寺 寺 せん - 
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第 11 章 定格 
欠 


ご 使用 の 前 に 必ず お 読み くだ さ 


軒 ご 使 月 上 の 注意 
・ ケ ナース を 針 し て 内 店 に 近 を 革 れ な で く 定 


ほこ り の 和 い 所 . 又 
密 は し : は し いで くだ さい 。 


影 乃 操 える 場合 に に 距 


圭 罰 の 近く な 


電波 の 発信 前 に 気 を 付け て いた だ く こ と 
いら バン ド の 所 く ぞ は . 多く の が 
これ ら の 無辺 司 近く で 夫 


注 呈 に 


較 外 部 電源 使 時 の 注意 
本 問 に 接続 する 外部 宣 洒 は 、 履 す 過 力 軸 圧 な EDVー16.QV 
の 範 団 内 に ある 直 活 吉 源 を 4 
太 梅 に 外語 大 を 経 続 する 場合 選評 オプ ショ ン の 其他 
屋 届 DC ケ ー ブ .L(EDC-37) sg し 本 体外 証 に ある 外 各 
霊 源 (DC) ジ ャ ッ プ 悼 子 に 豆 近 援 夫 
ソケット か ら っ 専 
ーー ブル L(E じ PC-43) ま た だ は アタ ティ ブフ ィ ル ター 党 
ー ラ イタ ヤー ケー ブル (EEC-36) を 自 打 し て くだ い . 
村野 に は ノイ ス の : Ta (2 ペク ィ イプ 2 


・ 外 ケー プル の 坂 ぎ 六 し に 、 必 守 本 体 の 吉 当 を OFF に し 
て どら お こま は っ て くだ だ ざし ゃ 


第 1 草 機能 と 特長 


38 福 類 の CTCSE トー ンス テル チ 化 詩 潜 寺 
- 1C2 種類 の DCS デシ タル コー ドス ケル チ 華 間 深 
・ TOT( タ イム アデ ウト タイ マー) 機 馬 
- チャ ン ネ ルネ ー ム 機能 
トー ンコ ー ル ル 義 能 ( 75C.21 ロ 0.1000.145 ロ Hz) 
紀 免 類 の オー ト ダ イヤ ラー メモ リー 基 能 
須 数 入力 玩 旋 


に 14 


- MFS( 惑 附け 吾 ) 機 有 
デジ タル 適 代 蔵 能 ( オ プ ジ ション) 


第 章 付属 品 


1.1 標準 付属 品 : 


ニッ ケル 水素 バッ テリ ー パ ッ ク EBP.5ON(9.EV 70OmAh) 
_EOG- 92(AC 1CCV) 敬 通 寺 高 区 ( ウ ォ ー ル チャ ー ジ ャ ー) 


・ 乾 久光 ケ ー ス 


・ へ リカ ルアン テ ナ 


・ ベルトクリップ 


ルン ドス トラ ッ プ 


・ 没 記 明 半 


概 


。 宮司 
( よ ュ 計 普 


g.1 付 層 品 の 取り 付け 方 


竜 ア ン テ ナ の 取り 告 け ・ 友 り 外 し 方 


・ 到 り 付 ビ 方 
1. アン テ ナ の 根元 を 持ち ぶす. 
br レク 
RT の 凸凹 品 を 合わ 
差し 込み ます , 
d. アン テテ を 圭 計 旋 向 ( 石 ) に 秒 
り と 回し 忘 す 。 


・ 取り 外し 訪 
アン テ ナ を 反 詩 方向 ( 左 ) に 沙 つ くり と 豆 し ます 。 


介 ハ ンド スト ラッ プ の 吾 り 付け 万 


0 


6 ベル トク リッ プ に 亡 の よう に 表 
付け は 志す 。 
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谷 ベ ル トク リッ プ の 色付け ・ 取 り 外 し 万 


・ 取り 付け 訪 
付属 の ベル トク リッ プ を 本 
体 の 理 珈 部 に 取ら 対 け ます 。 
ベル トク リッ プ の ツメ を 
「 カ テッ 」 と 斉 が する る で 担 
し 込み ます : 


・ 隔 り 外 し 方 
ベル トク リッ プ の ツメ を 畠 し 
上 げ て 、 ゆ っ くり こと 引き 表 き 
ます 。 


豊 バ ッ テ デリー バック の 取り 付け ・ 


・ 取り 付 に 
バッ テリ ー バ バック の ソフ メ 宮本 
傘 の に 合 つ せ 、 宮 ご える よ 
うに 矢印 の 方 向 に 「 カ チッ 
と 昔 が する まで 補 し 込み ます 。 


惨 り 外し 方 
バッ テリ ー パ ッ ク の ソ メ を 押 
し 上 げ て 、 矢 E]J の 方 品 に ゆっ 
くり と 引き 坂 ぎ ます 。 


お 買い 上 げ 後 に 到 置 し て か がら 


は 最大 12 時光 が 必 
充填 は 3 で ー 20CO の 温 写 名 


0 バ ッ テ リ ー パ バック の 作 和 は. 


で 避け て で ください, 
- 通 当 の 使 必 で 約 50 
直し て も に 


くだ さい 。 


こ 捨て な いで くだ 
1 


- 師 機 は 出荷 持 に は 充 食 よれ て お り ま せん 
使 月 く 
・ 琴 パッ テリ ー を 簡易 充 吾 回 EDC-32 で : 


バッ テリ ー の 飼 束 に よる 交 血 の 


の 却 十 ( 過 充 融 ) に バッ テリ ー の 性 

ます の で 人 違 け て くだ さい 、 

ー20 で ーー 填 45 で の 
で くだ さい 。 


は デ 


会 電 部 分 の サ ヒ の 原型 に だ りす の 


TO バジ ボコ ロー バッグ は 圭 明 深 誠 鞭 の だ ため 


さい い 


忘 た は 言 池 回 収 論 訪 店 


・ 証 パッ テリ ー に ロ J-5S6J に 装 准 し 、 


DC 起源 ジャ 


ッ ク に 13.8VDG を 振 続 せる と 序 商 す る こと が で さ 


ます 。 


例 バ ッ テ リ ー バ ッ ク の ショ ー ト 防止 の ご 注意 


バッ テリ ー バ ッ ク を 持ち 軍 ぶ と 
を ショ ー ト させ な 


カバ ンー な ど に 入れ る と き は ば 、 二 宗 を 遂 で たい 窒 宙 縛 宮 る ん 
で くだ さい 。 


か 注意 バッ テリ ー バ ッ ク を 持ち 運び する と きま き に は 必ず 付 馬 の 
袋 に 入れ て くだ さい 。 


隊 易 充電 器 ( ウ ォ ー ル チャ ー ジ ャ ー)K(EDC-88) 


"方 
5 1. 本 体 に パ バッテリー パッ ク を を 
装着 し ます 。 
9. 本 体 の 外 操 電源 (FC) ジャッ 


ク に 剛 晃 訪 競 奏 の AC ア ダブ 
ター ブラ グ を 丘 し 寺 
3. 富 送 プラ ク を 家 舌 用 亜 源 の 
AC1OOV の コン セン ト へ へ 援 
徹し ます 。 
却 和 品 甘 (EC-92) を 充電 短 用 失 に は 必ず す ト ラン 
ー バ ー の 吉 涯 を OFF に し て お いて くだ さい 。 
到 符 款 (EC- ヨ 2) を 使用 し な いこ き に は . 電 演 
ニン マン ト か ら 外 し て お いて くだ さい 、 
・ 地 社 豆 下 の 充 滞 等 に は 、 総 対 に 合 雪 し な いで くだ さい 。 
電 時 間 は バッ テリ ー パ ッ ク の 消費 状 台 お よび 如 貢 


是 に こつ て 異な り 寺 す 。 


昔 バ ッ テ リ ー バ パック の 扱 読 明 書 を 参 略 し て くだ さ し い 。 
・ 世 欄 の 充 3 等 で 短絡 させ た じす る と 本 


機 に ダメ ー ジ を 写 え る 場合 が 守り ます 。 
AC1COV か 室 し く 全 下 する と 充電 で き な い こ と が 


人 の 光 時 は 友人 こ こ 
の り 計 すず 。 
主 抽 の 残 早 さ 少な く 


だ ご い 。 
憲治 の 残 宇 表 示 は 同 肖 活 度 や 電池 の 滞 下 占 度 に より 包 少 界 な 
る ここ が あり す 。 

充電 が 必要 な 計 散 に な っ て も LOW 出 訪 送 信 や 受 周 の み で 到 
れ ば 、 さ ら に 使 国 が 可能 で す 、 
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に pg 画 。 ! 
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第 3 草 難 部 の 名 称 と 操作 


3.1 本 体 の 名 称 と 動作 
恒 上 面 郡 面部 


(oi 


スプ レイ 
央 く だ さい 。 (1 5 ペー め 


ダイ ヤル 在 避 し て 誠人 7 受信 周 数 

! モリ ー テ ャ ン ネル 、 オフセット 同 授 奴 .、 
の ー ン 同 没 宮 、 つ CS コー ド . セッ トモ ー ド 
2 内 室 、 メ モリ ー 名 入 ナ 文字 を 選択 し ます 。 
FUNC キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 目 
す と 1MHz ず ご 周 肖 数 を 増 源 で きま す 。 


9.5 ゅ ステ レオ プラ グ を 使 属し て 対 部 マ 
イク @kQ) を 援 続 し ます 。 


外部 MIC 端 子 


2188SP 英 子 | レー ココ (BC) を 採 多 し ます 。 
富 注 スイ ッ チ を 光 1 秒間 す と 習 源 の 


導 0 の の カ ON/OFF な が で きま す - 


3.5 ゅ モノ ラル プラ グ を 生 后 し て 外 郡 ス 


ケル チヌ 緑 佐 に 宮守 し ます 。- 
TX/RX ラ ンプ スケ ル チ ぷ 開く と 緑 全 に 記 灯 し ます 


送信 中 は 示 呈 (に 京町 し ます 。 
マイ ク な ら は 約 5cm 甘 れ て 話し て くだ 


り 生 穏 設定 が で きま す 。 


キー 尋 作 を 葬 照 くだ さい 。 


[4 ペー ジ 


国人 融 部 


BNC 
アン テ ナ コ ネ ク タ 


陸 居 の へ じ カ ルアン テ ナ を し っ ぷり と 
差し 込み だ ます 。 も し う 剤 売 の アン テテ 
証 旬 用 せる 場合 は SWS(Stanaing 
Waye Haticy の 低い アン テ ナ を 記 湖 
びく だ さい 。 


PTT キ ー を 振 す と 示す 。 和 〒 
一 を 誤 す と 
MONI キ ーー を 揚 す と スケ ル テ が 開き 受 


8 TSG/DCS が 朗 宇 
され て いて も スケ ル チ は 開 去 す 。 
FUNC 点 た 中 [-MGNI キ ー を 過す と ラ 
ンプ 叫 明 が 約 S 秒 問 店 た し ます 。 FTT 
キー 証し な が ら MONI キ ー な 拘 全 ニ ト 


@ : 
| DC 芝 漂 ジャ ッ ク 


当社 オプ ショ ン の フィ ルター 付き シガー 
ライ ター テー プル (EDC-dE) を 授 続 し 
豆 中 で 使用 で さま す . ジャ ッ ク 極 性 は ビ 
ン 中 実 が + 笛 、 外 仙 が 一 張 で す , な 呈 外 
部 室 演 邊 信用 する 当 合 は BC6.0 一 
DC18.CV 2A 以 上 の 安定 化 怪 送 を 更 
回 し て くだ さ い 。 


3.8. DTMF キ ー 探 作 3.3 ディ スプ レイ の 表示 


FE 沿 @ 負 ⑳ 名 。 ⑧ み 
②③ ギャ ン ネ ルス テッ プ の 疫 写 。 (LC19 ペ 
当 一 6D) 7 交 
くう 「 ヵ es シフ ト 境 時 と ス プリ ト 機 の 設定 (L 18 ペー 部 ガ W/ 5 
つっ 3 TOT タ イト ア ウト タイ マー) の 設定 (3! ペー ジ ) の 三 |9 
本 ぐ ②③ 5 トー ンス ケル お よ で トー ン エン ゴー ダー の 設定 NO) 
2 = ーーーーーーーー 一 一 2 バーコ cr プア ググ ググ グ 
上 、。 gg 。 Me ( つ i 入力 5 送信 出力 HLLOW の り 生 え (LLP3 ペ ー ジ ) EEE 
* ぐう ) - の ⑱⑱ ⑪⑱⑱ RO 
に 6 ② | APO( オ ー ト パワ ー オ つ ) の 朋 腕 131 ペ ー ポ の  ⑳ 0 の ⑲ の | を 
NN ) G( デ ジタル ニー ドス テル チ : の 定 や EE 生き > 記 計 数 や スキ コン 動作 を 補 示 し じき テ 
つう くう 9 !: コテ ワタ ルーー ド ステル の 5 定 。 、ー や | 回 1 トー jm と 款 し ます - 還 同 麗 吉 や スキ ャ ン 動作 を 慰 示 と まず 。 
2 EC 0 づ 1 ー セ ッ ト 周波 買 二 司 j 玩 到 去 し 三 唄 : に = ッ T( 
(人 つの - 和 AaB オー ト ダ イセ ラー の 送出 設定 (HE3C ペ ー ジ ) め m オフ セッ ト 油 数 向 . ン +) を 圭 示 し ます 。 | ぬ | 二 和 倫 | スケ ル チ が 音 く と 点灯 し ぶす 
|: テー ト ダ イヤ ラー の メー 設定 5 3③ ー ン エン コー ダ 設 定 虹 に 点 休 し ます 。 受信 レベ ル と 送 守 山 カ レベ し を 表 二 し ます 。 
C 〇 つう 1A カ 9 。 | (Lee ペー ジ 3) ト ンコ ー ダ 設定 時 に 点 人 栖 し ます ⑰⑭ | ファ ププ プチ | 雲 合 レベル と 送 填 店 カレ ベル を 表 
と | ー ン スケ ル デ 設 定時 に 点灯 し ます 。 送信 選 二 が LOW の こき に 如 林 し ます 。 
% 5 00 GBS トー ンス ケル デ 設 定 陸 に 京 林 し ます LO が LOW の こさ に 点 休 し ます 。 
2 VO モー ド と メモ リー モー ド の 2 | 設定 時 に 京 誰 し ます 。 次 難 溝 が CN の と に 京 灯 し 記す 。 
モード | ーー ニャン ル の We か (DO ペー ジ DCS 設 定 陸 に 灯 し ます 米 寺 機 部 が CN の り し ぶす 。 
| ョ 兆 民 | ステ ャ - き 信 : 。 本 キー ロッ ク 設 定時 に 点 叶 し ます 。 FM 設定 時 に 点 林 し ます 。 
て つう | ea ペー キー コッ ク の 設 宮 (He ペー - ES ca 
還 ニー ル モ ー に * わり 替え 吉 に 取 オー ト パ ワ ー オ フ 機 中 が ON の と き に 点灯 し ざす , 
Oia1 ペ の | スキ ッ フチ ャ ン ラ ル の 毅 定 ”。 [24 ペー ジ Sci 
or | バン ド S の 5 笠 え 和 | スケ ル チ を 憶 器 し て いる と どき に 点灯 し ぶす - 
9 うふ | 0 BA チャ ン ネ ルネ ー ム の 設定 (THEE ペー ジ 
スケ ル テ レ ベル の 調 束 語 きす メモ リー モー ド 千 に 点灯 し まず 。 デジ タル 輝 信 洪 角 が ON の と き に 点 た し ぶす 。 
iT]1 6 ペー ジ ) デジ タル 通信 機能 の 設定 上 時 | 
っ 区 思 ” | 詩 千 の 馬 引 回 SS メー リー チャ ン ネ ル NO. や 各 設 定 レ ベル を 表示 し ます 。 | ⑪ | 股 革 疫 妖 衣 c| 送信 受信 呈 破 数 や 提 設 定 内 内 な ど な 表 示し ぶす 。 
て 2 (C じ 17 ペ ー め BELL( ベ ル ) 状 能 の 設 定 (LHS31 ペ ー ジ 
外 生 子 抽 更 召 が ON の と き に 点 同 し まず 、 


宇 強 健 陣 攻 記 


第 4 章 基本 操作 


PP 20 まで の ら 1 朗 陸 で 運 明 モ ー ド (に に ITVF ロ モー ド 」「MF( メ モリ ー) モ ー ド 」 そし て 


ーー ・ 初 央 状 守 は 00( 最 小 ) で す 。 [CALL( ニ ー 上 ルル ) モ ー ド 。 の 3 朱 参 が お りす 。 
外 1 電源 を 入れ る 42 スケ ル チ を 調整 する 1 「VFO モー ト 〕 は VFPZUHF 放 1 キッ ン ネ ル .『MR モ ー ド 】 は 


| 


ステ ル チ と に 一 定 レ ベル 以上 の 信二 を 受 営 し た と 寺 に スピ ー カ 1 和 や を 迎 す と 、LCD の Wi 『 点 音 時 レベ ル が 1C0 チャ ン ネ ルル (VHF/ じ HF 己 会 )、「CALL ミード 」 は 
で キー を 1 落 天 す と 半 ー な ら 「 ザ ーッ 」 と いう 音 を な くす 捜 能 で す 。 つう 和 AGE VHF/CHF 堂 1 テ ャ ン ネ ル あ り ます 。 
ペー ME 「 ス ケル テ チ が 嗣 く 」 と は . 信号 を 肥 合 し て 受 凡 震 を 出す こと び で 球 示 され ます - 9 = 6 
注 が 入り ます 。 きる 状態 を 示し ます 。 証 避 用 モ ー ド の 切り 将 え 本 
VFO モ ー ド 」 と 「MR ニ ー ド 』 に 《 て う キー で 急 り 詞 え ます 。 
た スケ ル デ レ ベル は CO --B0 ま で の 1 役 隆 で す 。 【 1 夫 2 
に UK SR 「MR モ ー ド | 時 な ディ スプ レイ MV の 表示 され 
志す 、 
各 「VFO ェ ー に 還 に is 
Srs98 、 内 キー を 皇 す と 、LCD の SQL が 点灯 し 、 ス ケル チ < 


レベ ル が 表示 され ます , 


ら . ダ イヤ ル を 匠 し て 圭三 レベ ル を 増加 また は 減少 させ ます 。 


設定 党 を 大 きく する と 和音 雪 モモ 大 きく ぐ なり ます 、 


3.MONI キ ー 以 外 の キ か 
ダイ ヤル の 環 拓 企 状 半 


に 2 導 衝 SM レベ ル を 増 負 また は 減少 させ 


上 人 大きく す する と 奈 い 信号 で は スケ ル チ が 選 に くく せら 


まず 。 


3. MON EMIO 一 を 押し 設定 を 完了 し ます 。 
琵 が 絡 ら 秒 鶴 い て も 選 動 的 に 設定 大 完了 し 


人 4 = に ド 


工 電 己 最初 に 電流 を 入れ た だ とき 
周波 数 や 本 の 設定 を 変 す る こと カ 


の バン ド の 切り 習 え 

ayAve 

キー を 地 す と 次 の 竣 に バン ド 寺 が 切り 立 わ の ます 。 
移 : 14E0C 一 433.C0ー 1 45.00 一 ・ 

1 MHz UP ン DOWN 

で) キー を 押し VFO モ ー ド に し ます 。 


ELMG SET 


て ツ う デー を 招 し . 財 京 町 中 に ダイ ヤル と 、 吉 す 刻 回 
に 応じ て 局 波 苔 が 1MFz すず つ 培 吉 また は 減少 し じす 。 


芋 補 革 則 加 調 


免 キ ー ボ ー ド か ら の 周波 数 入力 
Au 
ネー を 押し 、VFO ミ ー ド に し ます 。 
操作 倒 145.COOMHz 1 っ オー ほ ミー ロー ロ 


回 還 入 衝 中 で 数 字 以 外 中 二 ー: 

を ニャ ン セ ル し て 、 寺 の 居 波 数 : 

! 最 和 の 本 の 入力 万 法 は チャ ン ネ ルス テ * 
な り 計 す 。 
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チ ャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 別 の 入力 万 法 
チャ ン ネ ルス テッ プ に よっ て 
と 、10kHz 苔 で 入 方 が 俳 定 す 


1 5kFz | 1OkPz 10kHz 台 

・KEO00.i 
| _ 500.LS25.1 : 

どら .CKHz CKHz - 10KHz 台 を 入力 す る ka が 

000、aEEO、 仙 03. 下 50 

そそ の: 知 丸 

TkHz 1kHz 三 で | に | を. 入力 する と 、5kHz に な けり 、 

| それ 以外 の キー ほ ^O」 に な の ます - 

| IOkHz ら を 入力 する と 1kHz 台 が : エ まり よ す 。 


| その他 1CkHz 


を 提 す と 憎 在 の テ ャ ン ネ ルス テッ プ が 表示 され 、 タイ ヤル を 
同 す こと テ キャ ン ネ ルス テッ プ が 次 の よう に 切り 替わり ます 


人 ) 
-S0 


STE-5 一 3TP-I9 一 37 ジ ー 3TP-25 一 


・ MONI! キ ー 以 外 の 
に 舌 り ぶす 。 


| 


- メモ リー モー ド で は チャ ン ネ ルス テッ プ の 選択 が び で きま せ あ . 


ステ ッ プ 信 を (5kHz. ] OkHz、1 5kHz、20kHz. 3OkdHz) 
が から (18.5kHz.、2EkFHz) の いずれ か に 変更 し た り 、 そ の 
逆さ に 変 思 する と . 変更 完了 上 昭 の 周波 致 と ジフ ト 絹 が 社 
正 さ れる こと が 充 じ ます . 


硬 シフ ト 捜 能 と スプ リッ ト 機 能 


5 シフ ト 提 能 
依 周 波 吾 に 対し て 沙 数 を ずっ し て 運用 する 擬 能 で す 
定 寺 は VHF : GSMHz、 し HF : 5.OMHz と な っ て い 


- スプ リッ ト 項 能 
表示 され て いる FO 同 没 数 で 受信 し 、 も うっ 一 方 の V=C 周 流 


言 す 包 肥 B 


多 シ フト 葉 能 と スプ リッ ト 機 能 の 設 0 
PeGET 
3 


信人 TH 
0600 一 06GOD 一 SPLT 一 OST-OF 
ーー 


(VTIF 時 ) 


・ デ ディス プレ イ に シフ ト 民 波 避 が 表示 され て いる と ざさ に ダ イヤ 
ル を 回 す と 、 シ フト 局 波 数 が 1 チャ ン ネ ルス テッ プ す つ 可 変 
。 配 記 ゴ 中 に ダイ ヤル を を 局 す と 1MH 2 ステ ッ プ で 可変 で 


で みき ェ 
PUNC seT 


MCNI、《 キー 以外 の キー を 押し 設定 を 完了 し 款 す 


fUNZ SFT 
スプ リッ ト 機 能 は 「SPLIT」 表示 の と き に MON、 だ"③ キー 
以外 の キー を 押し 設定 を 完了 し ます 。 

設定 た VFO 出 が 受信 用 に な り 、 も う 一 亡 の VFD 側が 居 活 
用 に な り ま す 。 
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和 44.8. メモ リー モー ド 
あら か じ め 登 録 し て お いた 局 肖 数 を 下 び 出し て 運用 する モー ド 
で す 。 


100 個 :VHF/UHF 混合 ) の テ チャ ン ネ : ル を 持っ こい ます . メモ 


* 洒 


は 

工 う 出 守 半 
田 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 藤 び 出し 

1. 3 キー を 押し メモ リー モー ド に し ます 。 


9 キー を 在 す ご と に メモ リー モー ド と VFD ニー < が 切り 


芋 問 供 回 | で | 


ら 6. メモ リー モー ド 中 は ディ スプ レイ に MM4 と メモ リー チャ 
ン ネ ル 番 考 が 表示 され ます 。 
番 寺 沢 まれ て いな い メ モ リー テ ャ ン ネ ル は WMI が 志波 し V= ロ 周 


3. ダ イヤ ル を 回 し て 呼び 出し た いい メモリー チャンネル 符 二 
を 表示 させ ます 。 

計 すす と 1 チャ ン ネ ル ず つづ メモ リー チャン ネル 震 天 が 

た 向 に 回 すこ 1 チャンネル ずつ メモ リー チッ ン 
ます 。 
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題 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 書き 込み 


1 人 キー を 押し て メモ リー モー ド に し 、 ダ イヤ ル を 回 
し て 謝 望 する メモ リー チャ ン ネ ル 醤 号 を 選択 し ます 。 
責 寺 各 ま れ て いな い メ モノ リーザ チャンネル は WM が 点 浅 し ます 


g. 書 き 込 みた い 周波 数 を 送 択 し 、 必 要 に 応じ て シフ ト や ト 
ー ン 機能 を 設定 し ます 。 


3. で キー を 押し 、 同 京 中 に 人 ③ キー を 押す と 、 飲 
イ ビ ー フ 吾 が 喝 り メ モリ ー チ ャ ン ネル に 圭 さ 込ま れ ま す 。 


[天地 。 メモ リー が 書き 込 未 れ て いる メ 三 
内 する と 手順 3 で メモ リー が 
泌 に 困り さす 。 

- メ モニ リー チャ ン ネ ル で と 』 
コー ルチャ ン ネ ル も 書き を 


罰 メ モリ ー テ ャ ン ネ ル の 消去 
1. だ キー を 押し て メモ リー モー ド に し ます 。 

8. ダ イヤ ル を 本 し て 、 消去 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 番 号 
を 選択 し ます - 」 


区 に 青 言 込 応 [て いる メモ レー チャ ン ネ ル で に ディ スプ レイ 
の WM が 点灯 し ます 。 


3. こう キー を 埋 し 、 隔 点 打 中 に や ごう キー を 輝 す と ビー 
ブ 音 が 唱 り .、 メモ リー され た 周波 数 が 消去 され ます 。 
この と き ぎ 、『Mi か が 忘 小 に 天 わ り 計 す . 


環 者 ] 学 央 3 で ディ スプ レイ の 『MI が 点 淫 し て いる 状態 の とき 
の 内 容 が その まま 嘉 され くい 


こ に だ し x モ リー チャ ン ネ ル や 運 所 モー で を 受 更 
は 不可 能 こ な より ます 。 


メニ ビー チャ ン ネ ル お よび コー ルル チャンネル に は 、 下 記 の 2 合 


・ 周 涙 泊 
オフ セッ ト 周 波 迷 


・ トー ン デ コー ダ 誠 波 
- DC き ニード 


- デジ タル 遂 舎 殺 定 
・ デ ジタル コー ド 


和 4 ププ コー ルモード 
コー ルチャ ン ネ ル で 行 己 受 け を する と き や . 呼び 出し を する と 
きき に 和紀 履 し ます 、 

kV ビニ 、 り UHF の 2 チャ ン ネ ル が な り ま すず. 

臣 定 VHF : 14E OO0MHz、UHF ・ 433.00MHz 


初 


.(% う キー を 押す と ディ スプ レイ に [と 表示 され コー ル 
モー ド に 切り 替わり ます 。 


ANDNAME 
2. コー ルモード で CC③ キー を 押す と VHF、UHF の コー 
ルチャ ン ネ ル が 切り 替わり ます 。 


3. コ ー ル モー ド で C ぐ ③ キー を も う 一 度 押 す と VFO モ ー ド 
また は メモリー モー ド に 戻り ます 。 
2 


こう キー で うつ. 元 の VFO モ ー ド ふた は メモ ビー モー ド に 天 


りら ます 。 


コー ルモード で は 計 波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル 療 只 を 
ダイ ヤル で 変更 する こと は で きま せん 。 
オフ セッ ト 設 定 、 ト ー ン . DCS 設 定 に 一 陸 的 | に 変更 し 
て 還 用 する こと が で きま す 。 
・ コ ー ル ニー ド 里 、 ス キャ ン 指 中 は 実 月 で きま せん 。 


ae 


pa トド | 
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画 コ ー ル チャ ン ネ ル の 居 波 導 を 変更 する 場合 

ー ル チャ ン ネ ル は メモ リー チャ ン ネ ル の ーー つと し て 入り 当て 
ます 、 し た が = て 、 ニ ー ル 周波 至 だ こび その 他 の 設定 
る 場合 は 、VF ロ モード か ら ほら メモ リー テ ャ ン ネ ル を 呼び 
き 普 え ます. 


でき ませ 


4. 受信 する に は 
1 で キー を 押し て 電源 を 入れ ます 。 


VOL gsi 


ら . 音 時 を 上 げ る た め ※ き を 押し 、 ダ イヤ ル を 回 し て 各 当 
な 音 早 に 設定 し ます 。 


で うー ー を 押し 、 ダ イヤ ル を 回 し て ノイ ズ が 消え る 状 


20 信 さ むる と . ディ ス 
灯 し 、 受信 言 訪 が 昼 こ えよ す .、 ま た この と き . 細 f 


に ステ 


送 軍 れ た り し て 賠 ざ づら いと さ 


E 状 表 に 
憶 和 な く ス テ : ! 有 テ 動作 が 角 喘 ご これ 、 ス スピ ニー カ ー か らら 生 が 聞こ 
えま す 。 

トー ンス ケル チ や DCS 拉 能 が 設定 され て いて も この 機 衣 を 
使う と え ケ ル チ を 朋 除 する こと が で きま す 。 


届 (NFM/WFM の 切り 益 え 


1. こう キー を 押し 、 同点 中 に % づ う キー を 理 す と 受信 
宙 域 が 切り 共 わ り ます 。 

ナコ ー 写 の 場合 は A が 点 洒 し . ワン ド 各 の 過 合 は A に 表示 さ 
れ ま せん 。 

ナロー : A 

ワイド : 表 志 さ し 


2 MDN、 で こう キー 以外 の キー を 押し て 麗 定 を 完了 し ます 。 
* 初 疾 状 甚 : ピ イド ) 


関 還 テロ ー 時 は 、 泌 信 詩 の 秋 


4.8 送信 する に は 


1. 希 望 の 周波 数 を 選択 し ます 。 


g.PTT キ ー を 押す と 、 赤 色 の TX ラン ブ が 点灯 し 送信 状態 
と な り ま す 。 


3.PTT キ ー を 押し な が ら 本 体 前 面部 の 内 大 マ イク に 向かっ 
て 普通 の 大 き さ の 声 で 話し ます 


4.PTT キ ー を す と 送信 が 終了 し 受信 状 淫 に な り ま す 。 


PTT キー を 押し な が ら MONIー を 押す と トー ンコ ー 
が 選 信 さ ば す . [FL 3 ペー ジ ) 

回 外 で BTT キ ギー を 純 す と ディ スプ レイ に 
され ます 。 


K 前 で は 送信 する こと は で さま せん 。 


玉 送 信 出 力 の 切り 替え 

を 切り 圭 え る ここ と が で きまま す 。 

- で う 〒ー 抱 し 、 回 声 殺 中 に 補 づ キー を 控 し まず 。 送 人 
バ ワ ー が 祖父 わり ます 。 

に は ディ スプ レイ に L ロ が 京 林 し ます 。 

さ 各 も 表示 し ま ど ん . 

臣 信 は LQW パワ ー と な っ て いま うす 、 

-HF メ ー タ の 胡 示 に LOW パワ ー 送 信 庄 あず 、 ロバ ワー※ 
信 時 アア ググ アア て ゞ 、. 


送信 は 、 送 信 出 方 日 /LOW の 切り 奉 え は で きま せん 。 


ュー 
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滞 剖 お 当 画 1 9 | 
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第 選 章 便利 な 機能 


し 中 す 選 蛇 で す 、 
スキ ッ ン の 忠 は タイ マー スキ ャ ン と ご 


タイ マー スキ ャ ン 

スキ ャ ン 写 止 後 、 双 信二 が あっ て うら 称 経 週 す る と 次 の チャ 
ン ネ ル に 珍 り ぶす 。 

ビジ ー ス キャ ン 歓 能 

スキ ャ ン 汐 上 後 、 実 信 信 呈 が 拓 く な れ ば 次 の ゆ テ ャ ン ネ ル に 移ら 
ます 。 


・ ス テ ャ ン 中 は デジ マル が イン ト が 京 減 し ます 。 
スキ ッ ャ ン 中 、MONI キ ー を 挟 す と 、 ス キャ ン が 一 時 止 し . 
スケ ル チ : 
スキ ャ ンコ ウイ ヤル で スキ ョ ン 太 由 を ド 更 で き 3 
下 硫 スキ ャ ン す る る E ほ の スキ ャ ン 万 店 は 、 最 後に 列 任 た 方 邊 
に な り ば ます 。 

・ ス キャ ン は MDNI 以 外 の エー で 肖 途 で きす 


0 22 ラジ デ 


走 で きよ 9 


園 VFD ス キャ ン 


KW 


1 人 キー を Y し て VFD モ ー ド に し ます 。 


2. 史 ) キー を 抑 し ます 。 


スエ ャ ン が 開始 され . 最後 に 探 作 し た 却 向 へ チャ ンス ネル スズ テッ 
プ 位 で スキ ャ ン し ます 。 


3. ダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 記す と アッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 、 
反 芋 計 方 向 に 回 す と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 


4. ス キャ ン を 止め る に は MONI キ ー 以 外 の キー を 担 し ます . 


画 メ モリ ー ス キャ ン 


1 . 人 キー を 押し て メモ リー モー ド に し ます 。 


vc KU 


2. 和 キー を 押す と 、 ス キャ ン が 開始 され ます 。 


3. ダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と アッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 、 
反 時 計 方 向 に 回 す と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 


4. ス キャ ン を 止め る に は MONI キー 以外 の キー を 押し ます - 


画 ス キッ プチ ャ ン ネ ル の 設定 
スキ ッ プ テ チャンネル に 設定 さて た 
リー スキ ャ ン 時 に スキ の 


リ Ss メモ 


ッ ン ネル が スキ ッ プ テ ャ ン ネ ル 
ご スキ ッ プ テ ャ ン ネ ル 義 革 を 宮 定 


- ス キッ プチ ャ ン ネ ル た か 設定 さ た メモ リ チ ヂ チャン ネル は 
10MHz デシ マル ポイ ント が 京 灯 し ます 。 


人 


CE トー ンコ ー ル 機能 


5. る キー ロッ ク 機 能 


FU と SE さき CA で ド 、 2 
と つう キー し 、 隔 点灯 中 に 選 づ キー を 地 症 と 。 キー コッ 


ク 機 晴 の UN/ ロ ーー を: 設定 で きま 

キー コッ ク 時 は 、 デ ィ ス プレ イ に On マー ク が 志 好 し ます 、 
- つ TLAMP、MONI キ ー、VGL、SQL.、 トー ン ニ ー ル の 
撲 作 だ が 可能 で す 。 


ぶす 。: 
2 17S0HHz で 、 セ モット モー ドニ 


人 走 で ご れ て いる 場合 に は トー ン 周 


5 オチ ャ ン ネ ルネ ー ム 機能 .. 1 


* の 文字 . 行 号 存 豆 


メモ リー モー ド で 河 汽 燥 表示 の 儲 わ り に 革 
提 能 で 

キャ ン ネ ルネ ー ム を 設定 で “さる の に は メモ リー チャ ン ネ ル こ ご コー 
引 チ ャ ン ネ ル で す 。、 

メモ リー に 寺 き 込み か され て いな いと 
文字 の 種 半 に え 一 Z、0…8 る 


この 胞 能 な 装 作 し ませ た 内 
な どの B7# 


画 設 定 方 法 
1. メ モリ ー モ ー ド で チャ ン ネ ルネ ー ム を 設定 し た い チ ャ ン 


ネル を 選択 し ます 。 


2 っ. で つう キー を 押し 、 同人 き 尋 中 に 区 人 ③ キー を 押し ます 。 
テ ェ スプ レイ に 「 人 A が 点 減 表示 し まず : 


3. ダ イヤ ル を 回 し て 入力 文字 を 人 選 択 し ます 


4. 0 キー を 押す と 入力 文字 が 点 如 に 変わ り 確定 し ます 。 
訣 定 し 計 文 字 と 司 じ 文 字 が 一 つ 石 出 で 点 洲 し 入力 潜 三 と 基 り 記す 、 


5. 所 次 入力 し ます 。 


8. 入力 中 に G ぐ ③ キー を 押す と 入力 文字 が 全て 港 去 さ れ ます 


7.MON|、 うう キー 以外 を 拓 す と 末 定 完了 と な 
り 、 師 常 表 示 状 態 に 戻り ます 。 


画 チ ャ ン ネ ルネ ー ム 機能 の 運用 


メモ リー モー ご に する と テキ ャ ン ネ ルネ ー ム 設 室 記 む て いる 
ャ ン ネ ル は 言 波 誤 表 示 の 融 分 が 設定 し た 文字 、 RA 
ます 。 (チャンネル 震 号 は その ま 球 表示 され ます 。 

ruLE SeT 

5 ェ ー 

途中 何 な の 〒 

また 、 フ ァ ン クタ シミ ン 隊 沈 に 

その 設定 ミー ド に な り 実 す 。 
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mseSt っ hr 
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| 55 ラン プ 機 能 _。 =ooo= | 


で うー を し 、 回 点灯 に MCNI エ ー を 和 直す と 、 デ ィ ス 


血 的 に 消灯 され 


・ 点灯 呈 に LAMP ビ キー 以外 の 押 作 が あれ ば 、 そ こ か がら ら 秘 癌 避 


・ MDNI そ テー を し な が 
灯 状 台 こ より ます , 
常 畔 避 訂 を 時 除 する 場 今 は 同じ 近作 を し て くだ さい >- 


こう キー を 押し . 隔 京 打 や に MONI キ ー 
し ます 。 


= で つて ー ド し 司 呈 林 三 に MCNI キ ー を 定 す と 利 
志 』 


丸 を ON に する と ラン プ ぴ 需 苦 点 


第 B 草 交信 機能 
選択 呼び 出し の 方 法 本 


・ 答 足 の 局 ご 交信 する 場合 に は 、 トー ンス テル チ 基 慈 潜 た は 
ECS 提 取 科 巨 庁 し ませ 


肖 E し た 39 竹 庄 の トー ご 斉 
0 局 の トー ン 波 数 を 受信 し た と 誠に 一 致し て いた. 
ケル チ が 展 く 提 素 で 
、 当 同 で で 設定 し た 104 徹 


タル コー ド が 


デ 


タル コー トド を 受信 し た と き に 一 良し て いれ ば え 
ル デ が 半 く 機能 で す 。 
・ ト キー ンス ケル テテ 機 慈 と DCS 馬 を 同院 に 傍 后 する こと は で 


等 示せ ん 。 


トー ンス ケル デ 機 能 0 


T ジス ケル チ の 設定 

1. こ う キー 押し 、 司 点灯 呈 に 人 ウエ ー を 探す と 現在 の 
モー ド と トー ン 周 波数 が 表示 され 、 で う キ ー を 押す ご と 
に 以下 の よう に 設定 が 切り 替わり ます 


T エグ SQ 
885 一 88S 一 TCS 
1 : 


- の のみ の 上 声 林 は 、 エ ンコ ー ダ 扱 能 の な 兄 設定 です 。 

・ 一 工 還 の 款 灯 に 、 ニ ン ニ ー ダ ン デ ニー ダ 擬 能 ( ト ー ン スケ 
ル チ ) の 設定 と な り ま す 。 

・ トー ン 周 波 致 窪 示 呈 も モニ ター 能 能 が 便 き ます 。 


ら . ト ー ン 周波 数 表示 状 党 で ダイ ヤル を 回 し て 、 便 放す る トー 
! ECJ9B 后 0 ン 大 波数 か ら 選 択 し ます 。 
3 718 0 42 78 257 8Z5 854 GS5 gis 
iOCO 1035 107> 109 128 1188 123 こ 18:3 
: 1413 1482 15i4 1557 162 1579 1738179g 
1EE2 SEA 085 =-07 2181 25T 239E F218 503 (H2 


3.MDNI キー 羽 外 の キー を 押す と 設定 完了 と な り ま す 。: 


弄 ト ー ン スケ ル チ の 解除  。- 3、」 
内 ンス ケル テ 遇 定 モ ー ド て くう キー を 名 し て 「TCS 一 F 
壮 浜 し ます 。 
MONI キ ーDO の キー な 震 す と トー ンス ケル デ 弟 際 こ と な 〇 ます 。 


画 ト ー ン 周 汽 難 の 設定 交 天 
トー ン ニ ンコ ー ダ 周波 牙 と トー ジン デコ ー ダ 光波 中 こ を 引 々 に 設 


言 波 数 同じ 衛 1 お 
5 品 回 e】 表示 状 演 で 因 泌 数 る 『 る と 、 デ コー ダ 周 汽 数 つ 
みみ 変 記 で れ ます : エ ンコ ー ダ ン デ コー ダ 下 異な っ た 周 汽 代 で 


没 定 で 計 す ) 


| 


27 


部 湯 喧 天 還 品 時 


2 


88 .DCS( デ ジタル ユー ドス ケル ヂ ) 機 能 


画 HCS の 設定 


た 宇 し 、 回 和 灯 中 に て つう エー を 呈し ます 、 
ディ スプ レイ に DCS が 点 呈 し 、DCS コー ド が 家 示さ れ ま す 。 
初 妥 天台 は 「GCZ3」 で す 。 


MONI キ ー 以 外人 の 


還 DCS コ ー ド の 変更 

1.DCS コー ド 設 定 モ ー ド に お いて 、DCS コー ド を 設定 し 
雲 す 。( DCS 点灯 状態 ) 

ら 8. ダイ ヤル で DCS コー ド を 変更 し 、MONI キ ー 以 外 の キ 


一 を 字 す と 設定 完了 と な り ま す : 
DCS ニー ド は エン コー タメ デコ ー ダ 同 


OCS ニー ド は 以下 の 1 04 種類 が 選択 で き 
023 025 083 031 0O3F 03 ミ 
073 074 
1z3 1=3 
212 823 
g55 861 
325 8HI 
41 418 
455 462 
5S9 E6 


SG52 EE4 


画 DCS の 名 除 た ニ 
CS 設定 や 、 も っ 一 度 エー を し = イィ スプ レイ に 
「DCS - OF」 が 記 訂 し た ら 、MCNI キ ー 以 の モー を 池 し て 主 
菊 し 示す 、 


是 DCS 2 
受 堂 し た コー ド 人 が 評定 し コード と 一 致し た 上 に スケ ル デ が 落 
除 さ れ ま す - 


参考 ・DCS の DET 動 作 3 に 提 
つ CS 設 定時 、 送信 電 
ル テ が 明 じ て し コー ド か まれ に 起こ 
その 場合 は . 「DCS - OF」 表示 の と 3 セル を 回 し 
て 「 ロ CS OF」 表示 に し て か っ DCS 
い 。 (この 租 定 に 名 メモ リー に 三 圭 ご 込ま れ ま す ) 


eo er で の OO- な 


つつ ) の いずれ か を 揚 司 と. その そ ー に 計上 し た DTMF コ ー 


+ こし た DiMF コー ド は 16 桁 よ で 自動 # 
ご どれ. オー ト ダ イヤ ラ と 同 座 に リダイヤル の 潮 課 な 


1.PTT キー を 押し な が ら 16 キ ー の いずれ か を 押し ます 。 


に さら を: 


ら 6. その キー に 丸 応 し た DTMF コー ド が 送出 され ます . 


6. オート ダ イヤ ラー 機能 


詞 動 飾 に 設定 され た DTMF コー ド を メモ リー に 設定 する 揚 琵 
で す 。 


還 オ ー ト ダイ ヤラ ー の メモ リー 設定 
オー ト ダ イヤ ラー て 送 選 する DTMF コー ド を メモ リー:| 設定 す 
る 論 能 で す 。 


SASET al 
で こぶ キー を 押し 、 司 点灯 状態 で そう キー を 押す と オ 


ー ト ダイ ヤラ ー 登 録 モ ー ド に な り ま す 。 
に が 表 は 束 二 され 計 せ ん - 


人 


還 N20Se7 ラ メモ リー を Nc.1 一 か ら 選 所 し 


15 キー を 宏 っ て 入力 する と で 証 の よう に 胡 示 され すず 。 
. た と えば 、1234567B8 と 入力 する と 

「 1ー「 ad 一 「 1g3」 一 「 1832」 一 

「 12343」-・「i234561 一 「2345627。 ー 
「34587B」 一 「45878E」 

と 表示 され 、 最 大 16 朽 ま で 入力 で きま す 。 


0) 


ware ー ょ ので ささ す ヨ 


に 折 二 する と こ ろ で 約 1 艇 の 貸 


UNC | 
コー ド ふ に て こう ニー 握 し 了 呈 に ダイ ヤル を 回 す 
スラ ビー ル し ます 、 


と 入 元 さ れれ て いる コー ド の 鈴 周 内 で 表示 


入力 し た コー ド を クリ アオ る に ま . で こう キー を 反し 練 
林 mi の つづ ③ キ ー を 2mW し ます 。 
4.PTT キ ー を 押し て 設定 を 完了 し ます 
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還 オ ー ト ダイ ヤラ ー の 送出 


1 受信 状態 で で ご う キー 押し 、 司 点灯 品 に つう キー を 提 
し ます 。 
ディ スプ レイ に 「DIAL」 と 表示 され ます 。 


2. で うー で つう キー の いずれ か の 〒ー を 押す と 、 そ の キー 
の 番号 に 登録 し た DTMF コー ド が スピ ー カ ー か ら 自動 出 
力 さ れ ま す 。 

・ この 才 合 、 守 波 は 送信 され 示せ ん 。 

- メモ リー ざれ て いる 場合 に は き - うー の いれ か 
の キー を 押す と 、 そ の キー に 各 号 登録 し た DTMF ニード が 宇 
凍 出 され ます 。 メモリー され て いな い キ ー を 手 す と 出 坊 さ 
衝 ま せん 。 


全域 状 花 で の 可 作 1 
1.PTT キ ー を 押し 、 送 信 状 態 で 《 ぐ ふつ キー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ (に 「 じ IAL」| と 表示 され ます 。 


提 旨 旨 | 


8.③ー 3 の いずれ か の キー を 押す と その キー に 番 


姓 党 録 し た DTMF コ ー ド が 巨 動 出 力 さ れ す 。 
メモ リー され て いな い キ ー を 所 すこ と 出 旋 され ま ビ ん 。 
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還 リ ダイ ヤル 指名 
最 役 に 送 雪 し た HTMIF コー ド を ご カ す る 機能 で す 
コリ FPSET この HE 
. 受 信 状 態 で キー 押し 、 隔 点 品 中 に で ) キー を 押 
し ます 。 
この と ぎ . ディ スプ レ 


つ 


イ に DIAL1 と 和 表示 され 守 す 。 


an 最後 に 送信 し た DTMF コード 列 
(オー ト ダ イヤ ラー コー ド 、 マ ニュ アル 送信 し た DTMF 
コー ド の いずれ か ) を スピ ー カ か ら 企 動 出力 し ます 。 


この 内 会 、 書 波 は 送信 され まで せん 。 


8. 送信 状 態 で で) キー を 押し 、*C② キー を 押す と 、 リ 
ダイ ヤル 送信 か で きま す 。 


この 場合 は . スピー カー の モニ ター 土 と 雲 に 吉 波 も や 己 カ さ ※ 
ます 。 


た は リセ ッ ト 後 に 一 度 包 ダイ ヤル 出 力 と そい 
人 台 は けり ダイ ヤル 肘 作 し まさ ん 。 


に に 1 UI ん ルン CE 


スニ 続 いた と 寺 、 目 動 約 に 洋 習 年 停 


還 設 定 方 法 
FLNC SET PE 

1. く うう キー 押し 、 回 点灯 中 に や つ キー を 宛 す と 
「TP - OFF」 が 表示 され ます . 


ら . ダ イヤ ル を 回 し て TOT 時 間 を 変更 し ます : 
TOT 遇 問 は 時 長 4S0 落 まで 設定 で きま す 。 


ミ ませ ん 、 
TOT ベ ナル エモ ィ が 設 
に 興 度 PTT キー を 拝 し て < 


e.B AP ロ ( オ ー ト パワー オフ ) 機 能 


電光 スイ ッ チ の 人 切 D 忘 れ に よる 埋 地 の 当 穫 を 防ぐ 機 衣 で す 。 
還 設 定 方 法 
US SET 
キー 掃 し 、 帆 吉 灯 中 に テー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ (に APO と 表示 され す 。 


玉 APO の 動作 
点灯 し こい る と き 、30 公 問 無 朱 作 状態 が 続く と ご 


革 が 動 的 に 持 線 機 の 軍 源 が 補 れ 示す 。 
再び 夫 泊 を 入れ る (に は 、 う 一 度 協 源 ス イッ テ を ON に し て 
だ さい , 


4PO( は 叶 
で 自 長 され 


キー 菩 作 の み 


国定 方 法 


1 こう キー を 押し 、 回 点灯 中 に 窓 づ ③ キー を 押す と 
「BEL - OF」 が 表示 され ます - 


28. ダイ ヤル を 世 し 「BEL ON」 を 選択 し 、 ぐ で ふう お よび 
PTT キ ー を 押す と 設定 完了 に な り ま す 。 


| に は の 動作 


す と BELL 後 能 か 肖 除 され よう 
h 妊 際 する 場合 は 、 手 岩 1 . 
OF」 を 大 所 し FUNC、 ま た は つ BTT キー を 年 す 
り 雲 芝 。 
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第 フ 章 セッ トモ ー ド 


主機 で は セッ トニ ー ド を 洲 庄 し て 区 々 な 幾 
で さき デ 


本 溢 で は 、 セ ッ ト モ ー ド を 使用 し て いろ る いろ な 機能 下 設 定 す る 
こと が で さま す 。 


@ バ ハッ デニ リセ ー ブ 拉 能 の 設定 

@ ス キャ ンタ イブ の 設定 

@ BEEP( ビ ー ブ ) 言 の 放 定 

@ トー ンコ ー ル 油 波 数 の 設定 

@ ビ ジー チャ ン ネ ネル ロ ッ ク ア ウト 設定 
@ TOUT ベ ナル ティ 状 衣 

@DTMF WAIT 圭 
@DTMF バ ー ス トン ポー ズ (DP) 話 問 数 の 懲 定 
@DTMF ] 祐三 バー スト 時 麻 の 設定 
人 次 毅 宅 笠 音 胡 能 の 設定 

例外 部 紀子 制 部 補 能 の 設定 

人 破 鞍 け 間 擬 能 の 設定 

エン ドビー の 設定 


7.2 セッ トモ ー ド の 設定 方 法 


1. こう キー を 約 ら 秒 商 押 し 続け る と セッ トモ ー ド に 入り 


ます 。 
礼 時 メニ ュー は デン スプ レイ に 「328 - ロ v] と 吉 示 し まず 、 


ら .MONi キ ー( 順 方 向 ,、 ま た は こう ( 迎 方 向 ) を 販 し て メ 


ニュ ー を 選択 し ます 。 
この 状態 で は 、 モニ ター 意 際 は 動作 し ませ た - 


3. ダ イヤ ル を 回 し て 設定 内 容 を 変更 し ます 。 


TUNS GT 

4. ぐ うま た は MONI 以外 の キー を 押す と 設定 完了 と な 
り 、 通 常 表示 状態 に ちどり ます 。 
次 が 最後 に 操作 し た トメ ニュ 


3 セッ トモ ー ド で 設定 され る 機能 
本 意 の セッ トモ ー ド で 起 定 すり る ここ が で きる 撮 能 は 次 だ と お わり 
で す 。 


それ ぞ れ の 北 衣 に つい て 説明 し ます , 


画 バ ッ テ リ ー セ ー ブ 末 能 
活 の 手 球 な 消耗 を 防ぐ た め 、 キ ー 湿 作 和 を し な い 状 態 や 信号 を 
受 居 しぶ は 間 以 上 続く と 一定 の 区 率 で 機 革 を 洒 上 
状 浮 に し . 癌 を 防ぐ 状 能 で 本 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「BS 一 ロ N」 の 
ダイ ヤル を 回 す と 表示 が 変わ り バ ッ テ リ ー セ ー ブ の 
ONDFF が 切り 替わり ます 
3 一 QN 一 BS 一 OEF 
ー ニ ーー! 


・ 選 号 た り 、 揚 容 が ある と パッ テー ギー ブ 誠 作 は 一 


馬 持 に 本 され ませ 、 
還 ス キャ ンタ イブ 切り 琶 え 半 能 
タイ マー ステ ニャ ン こ と ビジ ー ス エッ ャ ン を 償 り 人 え 示す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「TIMER」 が 表示 され ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り ス キャ ンタ イブ の 設定 が 
変更 され ます 。 


TIMER 一 BUSY 
ーー 


画 BEEP( ビ ー ブ ) 揚 能 
操作 時 に ビー プ 避 を 喝 ら すす 機能 で す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「BEP 一 ON」 が 表示 され ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り ビ ー プ 音 の QNOFF が 
切り 奪わ り ま す 。 
3FP 一 ON 一 BEP 一 0F 
デー ーー ーー 


画 ト ー ン コー ル 周 波数 の 設定 


1. デ ィ ス プレ イ に 「1750」 が 表示 され ます ,。 
2. ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り ト ー ン コー ル 周 波数 の 設 
定か 変更 され ます 。 
750 つ 2100 一 :000 つ 1450 
SI 


デー 中 ロード 叶 1 に | 
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I 


ッ 2 
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重 日 LO( ビ ジー チャ ン ネ ル ロ ッ クア ワ ト ) 機 
に 応じ て 毅 居 を 制 賞 する 寺 部 で す 、 


受 
人 


1. デ ィ ス プレ イ に 「BCL 一 OF」 が 表示 され ます 。 
2 ダイ ヤル を 回 す と 表示 が 変わ り BCLO の QNODFF が 
切り 普 わ り ま す 。 


3 エー0F BT 一 ON 


ビジ ー チ ィ ン ネ ルコ ッ ク ア ウト が 設定 され て いる と 次 CCCDGXD ゆ 


する こと は て きま に ん 。 款 
ON する と 克 告 戸 が 纏 り ま ます 。 この 
と きき 。 記 汽 は 人 信 さ れ ま ヒ ん 。 


硬 TOT ベ ナル ティ 機能 
TOT 調 定 時 に 自 肢 近 に 送信 が が 六 止 し た 後 、 青 定 さ れ た TOT べ 
ナル ティ 時 本 内 に 基 寺 を 票 止 する 提 上 で す 。 

1. テ ディス プレ イ に [TP ロー OFF」 が 表示 され ます 。 


2. ダ イヤ ル を 名 す と 表示 が 変わ り TUT ベ ナル ティ 時 間 ( 秒 ) 
の 設定 が 変更 され ます 。 


PORE 2 ニコ ドーaan つ Em yen 人 


「0T ベ ナル デ ィ 詩 同 中 に P イキ ー が 連れ た 場 含 は .、 アラ ー 


・ ご TT キ ー ジ 拓 さ れ 続 けた た 場合 は 、 ペ テル ティ 
昌 作 を 衣 除 し 示す 。 


還 DTMF WAIT 時 間 
た WAIT 時間 後 に コー ド 送 出 が 着 始 され ます ,# 
1QCmB で す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「DWT- 01」 が 表示 され ます , 
ら 2. ダイ ヤル を 回 す と 表示 が 変わ り DTMF WAIT 幅 問 の 設 
定 が 変更 され ます 。 

中 に ー01 ー D 芝 一 04 -・ DWT 一 07 つ WT 一 19 


題 DTMF 上 バー ストン ボー ズ 時 問 
オー ト ダ イヤ ラー で DTMF コード 
た バー スト ボーズ 訂 注 で コ 
定 値 は BC で す 。 


1. デ ティ スプ レイ に [DP 一 6Q」 が 表示 され ます 。 
2. ダイ ヤル を 回 す と 表示 が 変わ り バー ス トン ボー ズ 時 間 の 
設定 が 変更 され ます , 


FE0 一 DP 一 8O 一 DP 一 I60 一 記 一 200 
1 人 ] 


題 DTMF ] 桁 理 バー スト 時 問 
オォ オート ダイ ヤラ ー で DTM コード を 基 財 する 場合 に 、 設 定 ご か 
トー スト 時 回 で コー ド 送 選 が 宏 始 され ます 。 初期 豆 定 
mmS で す 。 
1. デ ィ ス ブレ イ に 「DB - 60」 が 表示 され ます 。 
に 半生 を DTMF 1 桁 目 バー スト 
時 間 の 設定 が 変更 され ます 。 


BE 一 60 一 DB 一 50 一 DB-i60 ー DB 一 200 
1 1 


[導き ) コ TMF 持 習 は 次 の よう に 立 り 示す - 


PTeF DTMF DTMr 
ュー ド ュー た =ー ド 
PTT 5N 1 打 g 格 き 3 新 


ーー 開 眉 一 由 一 骸 - 
PTMDR2 と 55 補 5 


\ 癌 | 聞 問 特 間 


人 


1. 本 体 の 電源 を 切り 、 ア ラー ム 用 の ケー ブル を SP 端 子 に 
直 し 込み ます 。 
g. 在 体 の 電源 を 入れ 、 セッ トモ ー ド で 「SCR - OF」 に 合 


ます 。 
3. タイ ヤル を 避 す と 表示 が 共 わ り 疲 裕人 警 補 彰二 能 の ON デ 
OFF を 切り 替え ます 
(*】 素 示 
SCR 一 OF 一 SCR 一 ON 
寺 1 
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4 設定 を 完了 し 、 ぐう ③ キ ー を 押し 、 重 源 を 切り ます 。 
この 状 て 容 下 計 敵 が 動き さす 。 
5. プ ラグ を 引き 抜か れる か 、 コ ー ド を 鐘 断 され る と アラ ー 


ム が 吊り 出し ます 。 
記 っ て アラーム 志 仁 動 し た 場合 、MOK! キ ー を 提 し な が 


ら 、 で こう キー を 押す と 生 匠 が 拉 れ ます 。 

6. ア ラー ム 時 に 、 メ モリ ー99 に メモ リー が 入っ て いる と 
き は 、 メ モリ ー 8 で 受信 状 舟 に な つて いま す 。 

メモ リー98 か 宣 込 まれ て い 。 流 を 切る 前 の 受信 チ 


状 問 に な り ます 。 


あっ かじ め 受 信 チ ャ ン ネ ル で は 琵 信二 状 怠 で スケ ル チ を 
嗣 じ る よう 調 定 し て くだ さい 。 宗 万 、 不要 な 信号 で アラ 
ー ム が 窒 除 され な いた 尿 に 、 トー ー ン スケ ル デ み DCS の 


田 外 部 敵 子 御 機能 
本 扶 の MIC ジ ャ ンク より ス ヒ ピー カーCN 持 に 5V を 出 の する 擬 
駐 で す 。 

1. セ ッ ト モ ー ド に より 「EXPーON」 に 設定 し ます 。 
ディ スプ レイ に 100MFz 全 の デジ マル ポイ ント 「・】 が 球 和 
し ます 、 


ら . 信 号 を 受信 (TSQ ノ DCS が 設定 され て いる と き は 、 ト ー 
ング コー ド が 一 致 時 ) す る と MIC ス テレ オジ ャ ッ ク の 中 
矢部 端子 より DCSV(5mA MAX) が 出力 され ます 、 

3. 肖 除 に セッ トモ ー ド で 「EXPー QF」 に し て くだ さい >。 
「EX ロ ー DN] 時 は MIC シャ ッ ク を 使用 し た オブ シェ ン な と ど は 
冥 同 で きま せん 。 


中 天 部 (SV} 


、 必 ず の さぁ ゃ ステ レオ プラ グ を 


画 役 深 け 音 機能 
一 坦 スピ ー カ か ら 到 の 虹 が る 吾 疲 を ナナ する 尼 甘 で す 。 


1 セッ トモ ー ド で 「MRS - ON]」 に 設定 し ます 。 
記 波 が スピ ー カ ー カ 周旋 され ます ,。 


謀 界 に は 数 千 租 全 も の 政 が 
改 の に に 本 尼 の 起 語 到 を 
に は 効果 が な いこ と も あら ます 。 


画 エ ンド ピー 機能 
交 罰 時 に 、 芸 語 の 区 記 れ を わか じ や すく する た め に 、 涯 信 絡 
受信 斉 に 「 ピ ビン 】 と 吾 和 を 紀 ら し て 送信 の 終わ り を 坪 


1. デ ィ ス プレイ に 「 ミ DP 一 OF」 が 表示 され ます 。 
らら ダイ ヤル を 回 す と 表示 が 変わ り エ ンド ビー の ON/OFF 
が 切 り 替 わり ます 。 


EDP 一 OFF 一 EDP 一 ON 
1 し 
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第 8B 章 クロ ー ン 機能 と パケ ッ ト 通 信 


8.1 クロ ー ン 機能 
クロ ー ン 農 中 と は 、 ら の 無 迷 導 を ケー ブル で 接続 し 、] 台 に 
設定 し て いる 昼 望 メモリ データ を きむ ) を 人 (避け 仙 
て コピ ー チ る 想 


置 接続 方 法 
・ 図 の よう に 、 和 送 り 周 下 ぶり 2 
2 


' 衝 に 必ず ず : さ 信 の 電 激 を CF= に し 』 た 状 琵 で お こ な 
送り 便 記 け 別 
重 株 折 の SP 無 丸 林 の SF 


壮 子 へ 論 精 期 子 へ 洪 続 


・ 技 続 し た ら 融 後 の 二 湖 を Ni こし て くだ さ し い 。 


画 デ ー タ を 送る 側 の 操作 


1.MONI キ ー を 押し な が ら PTT キー を 3 回 押し ます - 
ディ スプ レイ に 「CLONE。 が 表示 さ へ 、 ク コーン モー ド に な 
り ま す 。 


g. こ の 状態 で PTT キ ー を 折 す と ディ スプ レイ に 「SD ** 
が 表示 され 内 部 の 設定 情報 を 柏 手 の 無線 に 玩 送 し ます 。 


s 茨 され な か っ た 選 合 は デ ディ スプ レ イィ に 
「FASS: に 云 示 ご これ ませ ん 。 
当 牙 . 子 帆 1 か ら 和 やり 葉 し て くだ さい 


議 デ ー タ を 受け 至る 例 の 操作 


1. 送信 側 か ら デ ー タ が 送ら れ て くる と ディ スプレイ に 
「LD *・**」 が 表示 され 転送 され ぶす 。 


g. 転 送 が 完了 し た ら 、「PASS」 を 表示 し 、 転 送 完了 し ます . 


か っ た 場合 は ティ スプ レイ こ 
TS 
その 


ま 受 淵 剛 の モット を 使 午 する と 話 作 鞭 す る 赴 合 が 5 けり 記す 


固 司 『 生 ケ ー プ ルル ば: 大 品 矯 所 の な い 理 粘 タ イブ を を 使 必 し 


・ クロ ー ン 和 ー タ 略 送 中 に 何 な キー 空 提 すず と 、 デ 
ー タ 中 送 が 中 断 さ ます テ 。 忠洋 を 声 開 すそ ぐ と き は PTT 
キー を 澤 し て て くだ さ し ゃ 

Ye 2 2 な いで く 症 ざい 。 ケー 


ニー クタ 中 大 れ ま す . 
ー タ を 萬 害する と . 受け 人 


っ て し まい 天 す 。 受 け 誠 に デー タ が ある 考 会 は 
て くだ さい 。 


88 パケ ッ ト 
バ パケット 通信 こ は パ ソコ ン と TNC を 利用 し て 
ー タ 通信 の ひこ つ で す 、。 


却 作 を す 


譜 パ ケッ ト 通 信 の 接続 


全 姜 ご バケット 過信 する と < 
パケ ッ ト 半 造 風 TNC ( 付 
の 苦 婦 子 と 苗 読 する と 
ラグ . MIC 端 子 に ge の 


は 、 の よう に 反 読 し て く 定 さい 
置 : Termmingl Nods 5 Controller: 
計 全 上 還 員 の SP 沙 三 
ラグ を 便 尾 し て くだ さい 。 


ユカ レベ ル の 問 節 本 眼 の MIC 締 子 に は ニレ ベル 調節 す 


る 爆 赦 は ゆり ぶさ ん 。 TNG 介 で 入力 レベ 
ル を 調 想 し て く 1 

出 カ レベ ル の 調 所 - SF 紅子 相 こ の : り レ ベル に ま 本体 負 の ボリ 
ュー ムツ マ 8 灯 し て く だ ざし:。 


@ バ ケッ ト 刀 信 の 湊 入 の 佐 方 
SUUS 
SF oe て 1 
| 
MC ーー 1 


FxIh ア ココ 1 


内 部 の S ら ソラ イン な ら 106 コ の 抵抗 を 記し て 芋 圧 が 丘 訟 さと を 」 
記す 、 


TNC と パン コン な ど と の 接 久 方法 は 、TNC の 取り 据 


その 基 る 


ブイ ズ を 受け る こ 
け 離 し て お 使 CUY く : 由 
・ 人 パケット 遂 信 を お こ な う と き に は バッ テリー セー ブ 機 
往 記 を OFF に し て く 双 こ ご い 。 


が あり ます 。 


結衣 が され て 


・ 18GO0ops! 


いる と 、 リト ライ 回 数 が 多く な り ぶ す 。 
トト で こ 使 用 くだ さい 。 
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第 9 章 デジ タル 選 信 機能 
S.T デジ タル 通信 機能 
: オ プシ ョ ン の デジ タル ユニ ッ ト EJ43U が 必要 で す }) 
面 デジ タル ユニット ( モ J43U) の 取り 付け 方 法 


1 電源 を 切り 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク を 本 体 か ら 取 り 外 し まず 
(10 ペ ー ジ ) 


g. 本 体 坪 別 の ネジ を 取り 外し 、 カ バー を 下り 外し ます 。 


還 デ ジタル モー ド の 設定 


1. こう キー を 埋 し 、 回 点灯 時 に ③ キー を 百 し ます - 


2.LCD に 時 が 表示 され 、 デ ジタル モー ド と な り ま す , 
言 汽 難 吉 示 部 に 5 語 の デジ タル コー ド が だ 表示 され ます 。 


3. ダ イヤ ル を 回 し 入力 する 桁 位 習 を 合わ せ ( 点 浅 し て いる 
が 入力 特に な り ます )、% づ か ら で ③ の キー で コー 
ド を 入力 し ます 。 


2 つう キー を 地 す と 回 本 が 表示 され 、 デ ジタル スケ ル 
テモ ー ド と な り 、 コ ー ド が 一 致し な いと スケ ル チ が 問 か 
な いよ うに な り ま す 
も コー 棄て) キー を 光 す と kW) が 消え ます 。 


5.C③ キー を 押す と コー ド が DO0000 に な りら ます 。 


6. つう 》 キー を 押す と 暫 ] が 消え て 、 デ ジタル モー ド が 昭 
除 ぐ れ ま す 。 


7.PTT、 で うふ キー を 埋 す と 、 設 定 が 終了 し ます 。 


第 1D 章 保守 ・ 参 考 


次 の よう は 導 陣 で は ぬり ませ ん の で よく お 夏 か め に な っ て くだ さい - 
処置 を し て も 異常 が 続く と ざ に 、 リ セッ ト を する こと で 定 湊 が 回 復 さ る 坦 合 が あり ぶす 


リー パッ ク が 援 了 不 京 三 お こし て い 


スプ レイ に は 紀 名 表示 


電 色 を 入 世 て も 、 デ ィ っ 
れ な し 2 
ーー POWCR( 王 紀 キ ー を + の g エ すさ る 、 キー を | 秒 只 畠 し 先 け る 、 
主婦 が 信 す ぎる - 適切 な 彰 記 に 設 守 する 。 
スピ ー カ ー か ら 言 が 出 な い 。 ステ ル テ レ ベル が 高 すぎ る 。 切な スケ ル チ 
愛 * ッ チ ザマ ニー プス ケル デ が 草 い て いる 


OCS が 動い て いる - 


コー「 キ ー が 拘 さ れ 、 送 信 沢 隔 に な っ て いる 。 E 
還 溢 宮 表 示 が 異論 に よっ て いる CFU が 周作 移し て いる EFD MDDE さ だ 
か ら 取 りら 付 は る 、 * ぶ は 、 リ ビン = る る る - 


スケ ル チ が 記 い て し る 。 滞 スケ ル 和 を 名 尊 の 滑 え る 位 資 に 設定 する 。 

され て いる 、 キー ロッ ク の 役 定 字 肝 祭る 。 _- 

で な っ て いる 、 だ こよ メモ に ば り 

され て いる 、 

た なめ の 設定 が 敵 税 - て る 
池 が 消耗 し て いる 。 


計 メモ リー チャ ン ネ MNO が 5 百 む ら な し 。 エーロ ンク 
向う ミ 


| =ー ロ ッ タ 5 
ソン ピー ター を な を 使 


本 ロ 
| 送 計 が で き な い 
送信 し て 三 


TT エ ー が 族 実 に 鈴 さ むれ てい な い > 
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10. ご リセ ッ ト 


設定 内 容 か 工場 出荷 時 


リ マット する ご 、 茹 種 中 設 
ます 。 


EID 


1. て うふ キー を 押し な が 
室 す 。 
RE 02 ト が 喪 示さ れ た 


ら で つう キー を 押し て 電源 を 入れ 


5 で ぐう キー と で ごう キー を 曹 し ます 。 


初期 状 氷 
旬 工 湯 出 稿 持 の 初期 人 


・VFO 司 豆 東 VHF 坦 


UFF 涯 6 
CALL 計 直 理 VHF 14S.CCOMHz 
UHF ・ 433 じ COMH< 
・ メ モ !! て 98ch な し 
- メ モリ ロー テ ェ ン ネ ル 粗 100ch 
・ シ フト . トー ン . DSQ、 APFQ 設 定 OF 
ギー ロッ クベ ヘル DIAL 設定 
フト 相 VHF - 9.6MHz 
JHF 5.0MFz 
トー ンジ 大 波 散 58.5Fz 
・ チ ャ ン ネ ルス ニッ プ 2OkH<z 
斉 浅 設定 0 
B スケ ル テ レベ し 0 
ロ タイ マー スズ スキャン 
- 送信 バ ワ ー LOW 
- バッ テリ ー セ ー 4 ON 
5 ON 
ニーWAIT 詩 泊 1GOms 
・ DTM バー スト / ポ ー ズ 果 問 60rs 
・DTMF 1} 状 中 バース ト 時 訂 60ms 


の VFO モ ー ド に な けり 示す - 


CCOMHz 


の 初期 値 に 戻り 


T0. さ -- オ プシ ジョン 一 覧 


=BP-3CN 
=BP3:N 


EDRF-30 
EDC-38 


EDC-37 
EJC-4 こ 
E コ C-88 
E コ C-3 と ど 
EMS-8 

EMS-5 1 
EME-S 

EME-12 


ニッ ケル 水素 バッ テリ ー パ バッ ク 
(EC9.GV 70Q0mAh: 
ニッ ケル 水 率 バ ッ テ リ ー バ パック 

(DC9.6V 15OQmAh) 
吾 蓄 ケ ー ス 
デ ク テ ィ ブ フィ ルター 仁志 
ルル (DC12V 系 ) 
基地 局 遇 じじ ケー ブル (DC 1 gy 系 ) 


電電 ( フ ォ ー ル チャー ジャ ー 

スピ ビー ア テー マイク 

スピ ー カ メー マイ ク 

プ テ 型 イ ゼ ホ ン 

VOX 付 さき ヘ ッ ド セッ ト i ヘ ッ ド 氷 ン タイ ブ 
VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト ( マ ン ナ ー タ イ つ \ 
VCX 付 き タ イマ ピ ンマ ンク 

イヤ ホン マイ ク 

イヤ ホン マイ ク 

イヤ ホン マイ ク 

ゾ ソフト ケー スズ 

デジ タル 通信 ユニ ッ ト 


本 工 に お mrー 証明 ] を 受け だ 農 展 て す 。 
ラン シー バー 本 体 に 店 っ わた PC し 

証明 番号 が あり ます 。 ( 秒 は 衝 記 

藻 を TNC な どの 付 族 装 

徹 守 革 漂 今 計 志 = 受 凡 

ける 場合 は 次 ゆめ ペー: 


〒 ノ KN** ポ 
回 


技術 年 準 週 合 証 寺 シー ル 


堅 技術 呈 準 適合 証明 で 申請 する 場合 
欠 染 線 局 事項 書 及 び 工事 設計 雪 


の 半 、 mp 王 ア 。 各 = 到 
全 | 


記入 を 泊 店 で さま す 。 
本 15 沈 用 する 空中 緑 の 型 を 記入 し ます 。 
本 ら | 日 款 」 に 〇 つ け ま す 。 
* ブ 演 付 を 省 路 で き 氷 す 。 
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